
１、本園の教育目標

２、2025年度重点的に取り組む目標・計画

anata３、評価によりみえてきた主な課題とその取組み方法

評価項目

保護者

子育て支
援

保護者との信頼関係を大切にし、子
育てを共に支える関係つくりを行う

・日々の送迎時の会話や連絡アプリを通して子どもの様子を丁寧に
伝え、保護者との情報共有を行った。また、行事や保護者会などを
通して家庭と園が共に子どもの成長を見守る機会を設けた。。
・個人懇談を定期的に行い保護者と直接話す機会を大切にした。
・本年度は「一日保育者体験」を実施し、保護者が実際に保育の中
に入り子どもたちと共に園生活を体験する機会を設けた。保護者か
らは「子どもたちの園での様子がよく分かった」「保育者の仕事の
大切さを知ることができた」「親子の関係が良くなった」「先生た
ちとゆっくり話す時間が持てて嬉しかった」などの感想が寄せら
れ、園と家庭との相互理解を深める機会となった。

子どもが安心して過ごし、主体的に
あそびこめる環境作りを行う

 2025年度　自己評価公表シート
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保育環境

・遊びのコーナーや保育室の環境を工夫し、子どもが自分で遊びを
選び主体的に活動できる環境づくりを行った。また、園庭や自然環
境を活かした活動を取り入れ、身体を十分に動かして遊ぶ機会を設
けた。
・子どもたちが実体験を通して様々な経験ができるよう、環境を整
える努力をした。（芋の収穫など）

研修や自己研鑽を通して職員の専門
性を高め、教育・保育の質の向上を
図る

・昨年度、保育の関わり方について見直すべき事実があったことを
受け、職員全体で子どもへのかかわりを振り返り、「子どもの人格
を尊重する保育とは何か」を改めて学び直す機会を設け、今年度も
園全体で取り組んだ。外部研修や園内研修を通して、不適切なかか
わりに繋がりやすい言動や環境について具体的に確認し、日々の保
育の中で互いに声を掛け合いながら改善に努めている。
・加えて2025年度は3名の保育教諭がコモンセンスペアレンティン
グの研修を受けライセンスを取ることができた。特に子どもの権利
や発達理解、関わり方について学びを深めることができた。クラス
運営に活かし子どもたちの姿が生き生きと変化していく様子を伺
え、効果を実感できた。
・キリスト教保育関係の研修会の全国大会に保育者や職員が参加す
ることができた。その中で、キリスト教に繋がる同労の方々との出
会いがあり、力をいただいた。特にインクルーシブに関する講演を
受講できたことは今後の園の保育に活かしていける内容でよかっ
た。
・園内研修や外部研修に積極的に参加し、学んだ内容を職員会議等
で共有することで保育の改善に努めた。また、職員同士が保育につ
いて意見を伝えあう機会を設けることで、一人で抱え込まずチーム
で子どもを育てる体制づくりを進めている。

資質向上

　　　　キリスト教精神を土台とした人間教育を目的としており、乳幼児期における健全な心身、宗教的情操、
             隣人愛等の育成に重点をおいている
　１、生涯の土台作りのために、いろいろな実際体験を保育に取り入れる。
　２、一人ひとりの人格を大切にし、心の行き届いた保育をする。
　３、豊かな心、信頼の心、感謝の心、意欲的な心の土台を育てる。
　４、神様からいただいた身体を大切にする心を育てる。
　５、友だちと共に生活することに喜びを持つ心を育てる。
　６、自分からあそびに取り組んだり、自主的に活動できるように援助する。
　７、家庭と園の協力を大切にし、保護者と保育教諭が協力しあう。

目標 具体的な取り組み方法

子ども一人ひとりの発達や個性を理
解し、その子に応じた丁寧なかかわ
りを行う

乳幼児
理解

・日々の子どもの姿を丁寧に観察し、職員間で情報共有を行いなが
ら、発達段階に応じた援助を行った。
・特別な配慮が必要な子どもについては関係機関とも連携しながら
支援を行い、安心して園生活を送ることができるよう努めた。
・子どもたちは、安心して園で生活をしている様子が伺え、自由に
自己表現ができ、自信をもってあそぶことができる環境を作ること
ができた。

　① 子ども主体のあそびを大切にした教育・保育の充実
　② 一人ひとりの発達や個性を尊重した丁寧な保育の実践（子どもに語りかけることばや大人の行為、ふるまい等）
　③ 保護者との信頼関係を基盤とした子育て支援
　④ 職員研修を通した教育・保育の質の向上
　⑤ 地域や小学校との連携による円滑な接続

2026年6月



.

４、総合的な評価結果

。
５、今後の取り組むべき課題（昨年度に引き続き取り組む）

６、学校関係者の評価

７、財務状況

子どもの人格や権利を尊重し、大人と子どもの情緒的結びつきを深め、より良い関係
を生み出すための保育者の関りを学び、日頃の保育に取り入れる。
（キリスト教保育、担当制、あそび、ことば、環境、わらべうた）
園庭環境の見直しを進め、起伏のある園庭づくりや自然を活かしたあそびの環境を整
備し、子どもたちが日々のあそびの中で体を動かしながら心身の発達を促すことがで
きる環境づくりに取り組んでいきたい。また、食育についても大切な取組として位置
づけ、食への関心を育てる活動や食材に触れる体験などを通して、子どもたちが食べ
ることの大切さや楽しさを感じることができるよう取り組んでいく。

子ども一人ひとりの発達や個性に講じた丁寧な支援を行うとともに、保護者との連携を大切にし
ながら子育て支援の充実を図っていく。
また、本年度実施した「一日保育士体験」は今後も継続して実施し、園と家庭が共に子どもの成
長を支えていく関係づくりを大切にしていきたい。
さらに、地域の子育て家庭の支援として実施している子育てサークル「ドレミ♪」の活動を通して、
地域の子育て世帯が安心して交流できる場を提供し、地域の子育て支援の充実にも取り組んで
いく。

本年度の教育・保育の取り組みを振り返ると、子ども主体のあそびを大切にしながら、一人ひとりの発達や個性を尊重
した保育に取り組むことができた。
また、礼拝や日々の生活を通して感謝する心や人を大切にする心を育み、キリスト教保育の理念を基盤とした教育。保
育を実践することができた。
保護者との関係においても、日々のコミュニケーションや行事に加え、「一日保育者体験」の実施などを通して園での
子どもたちの姿や保育の理解を深めてもらう機会となり、園と家庭の信頼関係をより深めることができた。
また、保護者アンケートにおいても、園の教育・保育に対する理解や信頼を示す意見が多く寄せられ、本園の保育が保
護者に支えられていることを改めて確認することができた。
今後も子ども主体の教育・保育を大切にするとともに、職員の学びあいを通して保育の質を高め、子ども一人ひとりの
成長を丁寧に支えていきたい。

公認会計士監査により、園の運営、財務管理は適正に行われていると認められています。
（公認会計士　藤崎　武　　公認会計士　坂田　達哉）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　広渡　純子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　山本　康徳

貴園では、子ども主体の保育を大切にし、一人ひとりの発達や個性に寄り添った教育、保育が実践できていることを改
めて感じました。特に、キリスト教保育の理念を基盤とし、感謝する心や他者を思いやる心を日々の生活の中で育んで
いる点は、大きな強みだと思います。また、保護者との連携においても、日々のコミュニケーションや行事、「1日保育
士体験」等の取り組みを通して、園への理解と信頼関係が深まっていることがうかがえます。地域の人々や小学校との
連携についても一定の成果が見られ、円滑な接続に向けた基盤づくりが進んでいると思いました。一方、幼保小の接続
に関する取り組みについては、架け橋期のプログラムに沿って今後さらに具体的かつ継続的な連携体制の構築が求めら
れると思います。子どもの心身の健康づくりや食育・個別支援の充実についても、工夫と実践を期待するところです。

課題
キリスト教保育に基づき、丁寧
で適切な保育とは何かを確認し
合いながら実践する

子どもの心身の健康作り

特別支援の推進と
　　　　保護者・子育て支援の充実

取り組み方法

地域・
小、中学
校との連

携

地域とのつながりを大切にし、小学
校との連携を図りながら円滑な接続
を目指す。

・地域とのつながりを大切にするため、地域での展示会に園児の作
品を展示してもらうことができた。
・桜岡小学校との連携を深めるため、参観日には職員が参加し、卒
園生の様子を伺うことができている。また、卒園生が安心して小学
校で生活できるよう、小学校の先生との情報交換を行う機会を設け
ている。
・桜岡小5年生とのふれあいの時を持ち、小学校へのあこがれや、
安心感が持てるよう、就学に向けた円滑な接続に努めた。
・中学２年生の職場体験に１４名の生徒を受け入れた。保育の仕事
の大切さや子どもと関わる喜びを知る機会となり、将来の職業観を
育てるキャリア教育の一環としても意義のある取り組みとなった。
・幼保小連携の視点から、架け橋期のカリキュラムについても関係
機関と情報共有を行い、子どもが安心して小学校生活へ移行できる
よう今後はもさらに具体的に取り組んでいく必要がある。



  


